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「こども・若者の意見の政策反映に向けたガイドライン」

Ｐ 18 安全安心を確保する

意見反映のためのポイント において、

「こども・若者に対するリスクを事前に洗い出し、予防策や軽減策を用意している。」

とされています。

担当課では、セーフガーディングで例示した以外のことは分からないのですが、慎重な運

営をするため、他にリスクと考えられる事象をできるだけ洗い出しておきたいと考えてい

ます。

セーフガーディングは、大人による「加害」のイメージですが、例えば、意見交換の場に

おいて、展開次第で、参加している児童・生徒個人に係る告発や攻撃の場になり、当該こ

どもを傷つけるリスクがあるように思われ、そのような事態をリスクとして、委託事業者

に対応方法を予め伝えておくべきと考えますが、如何でしょうか。

例：

・いじめをテーマとしている対面実施において、いじめの当事者（加害者、被害者）

の名前が挙げられる。

・環境問題をテーマ 〃 ごみの始末をきちんとしない児童が

非難される。

そうだとすれば、どのような対応が有効であるかご教示をお願いします。

例：「これは個人に対する攻撃になるよ。今日は意見をきくための集まりだから、

誰かの名前を出さないで意見を言ってね」と言い、軌道修正する。
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